
デジタル印象の概要と原理原則

通常インプレッション工程とデジタル・インプレッション工程

iTero 口腔内スキャナー

Encode® インプレッションシステム
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お問合せ ジンヴィ・ジャパン合同会社　エデュケーション部
3ij.Education@zimvie.com

Digital Dentistryウェブキャスト

インプラント治療における口腔内スキャナーの
応用と補綴のデジタルワークフロー

本間 輝章 Teruaki Honma
講
師
【略歴】
・2004年に日本歯科大学卒業、臨床研修医を経て
（医）本間歯科勤務、1年半の臨床の後、米国ニュー
ヨーク大学に留学。
・米国ニューヨーク大学総合診療科を卒業、その後イ
ンプラントペリオ科に進み、デニス ターナーに師事。
・2010年に帰国し再び（医）本間歯科のグループ診療
所にて診療にあたる傍ら、国際学会発表、通訳、翻訳
業務を行っている。

https://zimvie.co.jp/seminar/digital/20220417.html

webお申し込みページ正確かつ効率的な補綴を目指す先生方

これからのインプラント治療の質をより
高めたい先生方

対 象

歯科インプラント治療において、インプラントレベルの印象法は、ブローネマルク・プロトコル以来普遍的に用いられている方法です。この
従来法は、インプラントプラットフォームより幾度と部品の着脱を要するため、インプラント周囲の硬・軟組織の吸収を引き起こしうる上に、
石膏模型や印象材により生じる誤差の可能性も懸念されるため、患者・術者への負担が大きくなります。そこで、口腔内スキャナー（IOS）
による光学印象、デジタルでインプラントの埋入位置が読込可能なヒーリングアバットメント、CAD/CAM、3-Dプリンタといったデジタル
技術を応用することで、従来法の問題点を最小限に抑え、部品の着脱も1回にとどめることで周囲組織の温存にも寄与し、患者・術者双方
の負担が軽減できるのではないかと期待されます。このウェブキャストでは、インプラント埋入から補綴に至るプロセスの中で、チェアタイ
ムの短縮と補綴精度の向上、ひいてはインプラント治療の良好な予後に寄与しうる、iTero口腔内スキャナーと、BellaTek® Encode® ヒー
リングアバットメントを応用した最新デジタル技術による革新的なソリューションについて解説いたします。

1. 上記QRコードにてお申し込みください。
2. お申し込み後、10営業日以内にメールにて『お申し込み確認書』をお送り
します。

3. ウェブキャスト当日、『お申し込み確認書』に記載のURLからウェブキャ
ストにご参加ください。

iTeroEncode セミナーコード
0417HT3


